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1278 年の熊山遺跡の絵発見 

弘安元年(1278 年)の一遍聖絵に熊山遺跡が描かれていました。発見者は、備前福岡観光ボランテ

ィアガイドの皆様です。備前福岡郷土館では、一遍聖絵「福岡の市」デジタル版を拡大表示して熊

山遺跡であると、お客様に説明しています。中西厚、丸谷憲二会員が一遍聖絵を調査し、「一遍聖

絵の原本に熊山遺跡が描かれていた」という報告書を寄稿してくれました。きび考 12 号で報告し

ます。 

歓喜光寺蔵の『一遍聖絵』と清浄光寺蔵を比較すると、熊山遺跡の描写が絵師により少し異なり

ます。原本に熊山遺跡が描かれていました。しかし、転写した絵師が熊山遺跡を知らなければ、こ

のように変化した絵になります。「原本に熊山遺跡が描かれていました。」と報告します。丸谷記 

 

         


